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2022 年 10 月 20 日から発効し，発効の日から少なくとも 5 年を経過するまでに日本電線工業会の専門委員
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使用記号一覧表 

A1 ：渦電流損失の係数 
A2 ：渦電流損失の係数 
AA ：がい装鉄線の全断面積（mm2） 
Aa ：補強層の断面積（mm2） 
AC ：導体断面積（mm2） 
Ai ：絶縁体の断面積（mm2） 
A0 ：導体内絶縁油の断面積（mm2） 
AS ：金属シース又は遮蔽層の全断面積（mm2） 
AT ：通風有効洞道断面積（cm2） 
At ：各構成材料の断面積（cm2） 
Aw ：スキッドワイヤの断面積（mm2） 
Az ：ケーブルシースの断面積（mm2） 
aij ：式を変形する過程で出てくる係数 
B ：渦電流損失の係数 
bi ：式を変形する過程で出てくる係数 
C ：渦電流損失の係数 
C ：静電容量（μF/km） 
C0 ：導体の熱容量（J/℃･cm） 
C2 ：遮蔽層又は金属シースの熱容量（J/℃･cm） 
C3 ：ケーブル外装の熱容量（J/℃･cm） 
C4 ：土壌及び管路部の熱容量（J/℃･cm） 
Ca ：導体近傍の熱容量（J/℃･cm） 
Cb ：絶縁体近傍の熱容量（J/℃･cm） 
Cc ：遮蔽層又は金属シース近傍～ケーブル外装間の熱容量（J/℃･cm） 
Cd ：土壌及び管路部の熱容量（J/℃･cm） 
Ce ：オイラーの定数 
Cint ：ケーブル部分熱容量（J/℃･cm） 
Cki ：［aij］の固有ベクトル 
Cs ：ケーブル表面と黒体とのふく射係数の比 
c ：比熱（J/kg･K） 
D ：洞道の等価直径（mm） 
DAO ：ケーブルがい装部分の外径（mm） 
DAi ：がい装鉄線部分の下径（mm） 
DAm ：がい装鉄線部分の平均直径（mm） 
Dam ：補強層の平均直径（mm） 
Di ：パイプ内径（mm） 
Dsm ：金属シースの平均直径（mm） 
Dtm ：銅テープ遮蔽層の平均直径（mm） 
Dwm ：スキッドワイヤの平均直径（mm） 




